
●
平
成
二
九
年
七
月
一
六
日
（
日
）

　
「
大
海
人
皇
子
の
目
指
し
た
世
界
」

　
 

講
師
：
松
井 

一
晃  

氏

（
橿
原
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
統
括
調
整
員
）

●
平
成
二
九
年
七
月
三
〇
日
（
日
）

　
「
四
日
市
市
久
留
部
官
衙
遺
跡
と
壬
申
の
乱
・

聖
武
天
皇
の
東
国
行
幸
」

　

 

講
師
：
清
水 
正
宏 

氏
 

（
四
日
市
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
幹

●
平
成
二
九
年
八
月
二
〇
日
（
日
）

　
「
宮
滝
遺
跡
の
宮
滝
式
土
器
」

　 

講
師
：
奥
田 

尚  

氏

（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
特
別
指
導
研
究
員
）

　

  

時
間
：
一
四
時
～
一
五
時
三
〇 

分

　

  

場
所
：
吉
野
町
中
央
公
民
館　

 

定
員
：
八
〇
名

　

  

費
用
：
五
〇
〇
円　

  

要
申
し
込
み

●
平
成
二
九
年　

六
月
二
四
日(

土)　
　

終
了

　「
文
楽
若
手
会 

寿
柱
立
万
歳
・
菅
原
伝
授
手
習
鑑  

観
劇
」

　
　
【
主
な
行
先
】  

文
楽
劇
場

　

   

集
合
：
吉
野
歴
史
資
料
館
前　
　

九
時

　
　
　
　

   

吉
野
町
中
央
公
民
館
前　

九
時
一
五
分

　

   

参
加
費
：
五
〇
〇
円
（
観
劇
料
・
燃
料
代
別
）

　

   

解
散
時
間
：
一
七
時
予
定　

   

定
員
：
二
〇
名

●
平
成
二
九
年
六
月
二
五
日(

日)　
　

終
了

　「
峰
入
　
―
大
峯
入
峰
修
行
の
世
界
―
」

　 

話
者
：
池
田　

淳 （
吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）        

　  

時
間
：
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時　

　

  

場
所
：
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
映
像
ホ
ー
ル

　

  

定
員
：
八
〇
名　

  

費
用
：
無
料

●
平
成
二
九
年
五
月
二
〇
日(

土)　
　

終
了

　「
映
像
で
み
る
吉
野
の
民
俗 

奇
祭 

蛙
飛
び

― 

修
験
の
験
力 

―
」

　 

話
者
：
池
田　

淳 （
吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）        

●
平
成
二
九
年
七
月
一
五
日(

土)

　「
映
像
で
み
る
吉
野
の
民
俗  

峰
入 

― 

吉
野
大
峯
の
修
行
の
世
界 

―
」

　 

話
者
：
池
田　

淳 （
吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　 
ゲ
ス
ト
：
五
條 

永
教 

師 （
金
峯
山
寺
執
行
長
）

●
平
成
二
九
年
九
月
一
六
日(

土)

　「
吉
野
の
黎
明
を
探
る

-

縄
文
時
代
の
宮
滝
を
中
心
に-

」

　 

話
者
：
中
東 
洋
行  （
吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　  

時
間
：
一
〇
時
三
〇
分
～
一
二
時

　

  

場
所
：and　

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
阿
倍
野

（
大
阪
市
阿
部
野
区
阿
部
野
筋2-1-40

）

　

  

費
用
：
会
員
の
方　

一
、一
八
八
円

　
　
　
　

  

一
般
の
方　

一
、六
二
〇
円

　
お
知
ら
せ

 

　
①
今
年
度
よ
り
、
公
開
講
演
会
、
歴
史
を
学
ぶ

　

歴
史
講
座
、
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
ー
ク
を
統
合
し
て
、

　
”
歴
史
講
演
会
”
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
運
び
と

　

な
り
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
歴
史
講
演
会

　

を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　 

②
今
年
度
春
季
～
夏
季
で
は
、
上
野
誠
の
吉
野

　

万
葉
塾
の
開
催
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ

　

さ
い
。

【
各
講
座
等
に
ご
参
加
い
た
だ
く
に
は
…
】

　
　

歴
史
講
演
会
・
現
地
学
習
会
へ
の
ご
参
加
に
は
、

　

資
料
等
準
備
の
た
め
、
申
込
み
制
と
さ
せ
て
い
だ

　

い
て
お
り
ま
す
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
の
い

　

ず
れ
か
で
、
吉
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

　

名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
講
座
等

　

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

連
携
講
座
へ
の
ご
参
加
に
は
、
各
連
携
先
へ
の

　

お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
次
の
お
問
い

　

合
わ
せ
先
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
各
お
問
い
合
わ
せ
先
は
…
】

吉
野
町
教
育
委
員
会  

〇
七
四
六-

三
二-

〇
一
九
〇

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
の
送
付
先
は
巻
頭
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー  

〇
五
九
七-

二
五-

二
六
六
六

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン　

  

〇
六-

六
六
二
五-

一
七
七
一

た  ぎ  つ

み  や
ど  こ  ろ
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【特別寄稿】南北朝時代前夜、日本では、吉野では何が起こったのか―亀田俊和氏  「護良親王と吉野」

第 ２ 号
５

夕日が沈みゆく吉野川（上市から川下を望む）

　
「
宮
滝
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
」

「
吉
野
歴
史
資
料
館
っ
て
何
や
っ
て
る

の
？
」
を
お
伝
え
す
べ
く
、創
刊
し
た
『
た

ぎ
つ
み
や
ど
こ
ろ
』。
吉
野
歴
史
資
料
館
は

宮
滝
以
外
の
こ
と
も
色
々
と
や
っ
て
い
る

の
で
、
今
号
の
見
開
き
で
は
吉
野
山
の
こ

と
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
中

世
の
本
が
比

較
的
多
く
刊

行
さ
れ
て
い

て
、
中
世
ブ
ー

ム
？
と
い
っ

た
感
が
あ
り

ま
す
。『
応
仁

の
乱
』（
中
公

新
書
）
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る

と
か
。
そ
ん
な
わ
け
…
で
も
な
い
の
で
す

が
、
今
号
の
特
別
寄
稿
は
南
北
朝
時
代
に

つ
い
て
で
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
宮
滝
で
も
色
々
と
や
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
発
掘
調
査
を
行
い
、

奈
良
時
代
の
様
相
に
つ
い
て
、
色
々
と
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
も
う
少

し
整
理
し
て
、
近
い
う
ち
に
ご
報
告
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

   
い
つ
も『
モ
ミ
の
突
撃
！

宮
滝
新
聞
』
こ
と
、『
た
ぎ

つ
み
や
ど
こ
ろ
』
を
見
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
お
か
げ
で
、第
２
号
（
通

算
第
５
号
）
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
♪

　

こ
う
し
て
号
数
が
増
え
て
く
る
と
、気
に
な
っ

て
く
る
の
が
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
事
。

　
「
途
中
か
ら
読
み
始
め
た
か
ら
、
〇
号
を
持
っ

　

 

て
い
な
い
ん
だ
け
ど
…
」（
Ａ
さ
ん
談
）

　
「
あ
っ
れ
～
？
昔
、
確
か
に
〇
号
も
ら
っ
た
は

　

  

ず
な
の
に
、
ど
こ
に
や
っ
た
か
な
ぁ
…
？
」

 　
（
Ｂ
さ
ん
談
）

そ
ん
な
悩
み
、
で
て
き
ま
す
よ
ね
？
（
ね
？
）

　

フ
フ
フ
、
み
な
さ
ま
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
じ

つ
は
、
吉
野
歴
史
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

『
た
ぎ
つ
み
や
ど
こ
ろ
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

の
公
開
が
は
じ
ま
っ
た
ん
で
す
！
（
ド
ン
ド
ン

パ
フ
パ
フ
♪
）
今
は

準
備
第
３
号
ま
で
公

開
中
。
新
し
い
号
が

出
る
度
に
、
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
も
更
新
し

て
い
く
よ
。
た
ま
に

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

チ
ェ
ッ
ク
だ
ね
！
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【
特
別
寄
稿
】

京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師　

亀
田

　
俊
和

◇

　
南
北
朝
時
代
の
吉
野
と
言
え
ば
、
建
武
三
年

（
一
三
三
六
）
一
二
月
に
後
醍
醐
天
皇
が
行
宮

を
設
置
し
、
南
朝
の
本
拠
地
と
し
た
こ
と
が
有

名
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
後
醍
醐
は

吉
野
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
を
想
定
で
き
る
が
、
自
分
の
皇
子
で
あ
る

大
塔
宮
護
良
親
王
が
約
四
年
前
に
行
っ
た
「
実

験
」
も
大
き
か
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

今
年
四
月
、
筆
者
は
戎
光
祥
出
版
か
ら
『
征

夷
大
将
軍
・
護
良
親
王
』
を
刊
行
し
た
。
そ
の

名
の
と
お
り
、
護
良
の
伝
記
で
あ
る
。
こ
の
中

で
吉
野
は
、
護
良
が
鎌
倉
幕
府
と
の
戦
争
で
本

拠
に
定
め
た
場
所
と
し
て
登
場
す
る
。

◇

　

京
都
か
ら
わ
ず
か
な
従
者
た
ち
と
と
も
に

苦
難
の
逃
避
行
を
続
け
、
吉
野
に
た
ど
り
つ

い
た
護
良
が
挙
兵
し
た
の
は
、
元
弘
二
年

（
一
三
三
二
）
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

翌
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
二
月
一
六
日
、

政
所
執
事
二
階
堂
貞
藤
を
総
大
将
と
す
る
鎌
倉

幕
府
軍
六
万
騎
あ
ま
り
が
、吉
野
を
包
囲
し
た
。

幕
府
軍
は
一
八
日
か
ら
攻
撃
を
開
始
し
た
が
、

天
然
の
要
塞
で
あ
る
吉
野
の
守
り
は
非
常
に
堅

く
、
攻
略
は
難
航
し
た
。

　

そ
こ
で
幕
府
軍
は
、
城
の
背
後
の
金
峯
山
に

着
目
し
た
。
地
形
に
詳
し
い
兵
士
た
ち
が
夜
中

に
金
峯
山
に
忍
び
入
り
、
夜
明
け
と
と
も
に
鬨

の
声
を
揚
げ
、
同
時
に
大
軍
が
攻
め
込
ん
だ
。

　

護
良
は
死
を
覚
悟
し
、
蔵
王
堂
の
前
の
広
場

で
最
後
の
酒
宴
を
始
め
た
。
だ
が
村
上
義
光
の

進
言
に
従
い
、
義
光
が
自
身
が
護
良
で
あ
る
と

偽
っ
て
名
乗
り
、
壮
絶
に
切
腹
す
る
間
に
高
野

山
を
目
指
し
て
逃
走
し
た
。
ま
た
義
光
の
子
義

隆
も
落
ち
延
び
る
護
良
軍
の
殿
を
務
め
、
存
分

に
戦
っ
た
後
に
切
腹
し
た
。
元
弘
三
年
閏
二
月

一
日
の
出
来
事
で
あ
る
。

　

吉
野
は
落
城
し
た
が
、
そ
の
後
も
護
良
は
畿

内
各
地
に
潜
伏
し
て
ゲ
リ
ラ
戦
を
継
続
し
た
。

千
早
城
で
幕
府
の
大
軍
を
翻
弄
し
続
け
る
楠
木

正
成
と
と
も
に
、
そ
の
奮
戦
は
や
が
て
足
利
尊

氏
の
裏
切
り
を
誘
発
し
た
。
そ
し
て
吉
野
陥
落

か
ら
わ
ず
か
四
ヶ
月
後
の
元
弘
三
年
五
月
、
鎌

倉
幕
府
滅
亡
が
成
就
す
る
の
で
あ
る
。

　

約
半
月
と
は
言
え
護
良
が
幕
府
軍
の
猛
攻
撃

を
防
い
だ
こ
と
を
、
父
帝
後
醍
醐
は
記
憶
に
と

ど
め
て
い
た
ら
し
い
。
後
醍
醐
も
後
年
吉
野
に

本
拠
を
定
め
、
足
利
氏
の
武
家
政
権
室
町
幕
府

に
対
抗
す
る
。
賀
名
生
な
ど
に
行
宮
が
移
転
し

た
時
期
も
あ
る
が
、
大
枠
で
は
吉
野
は
よ
く
持

ち
こ
た
え
、
約
六
〇
年
に
わ
た
っ
て
南
朝
は
存

続
す
る
の
で
あ
る
。
護
良
の
先
見
の
明
が
光
っ

て
い
る
。

◇

　

と
こ
ろ
で
、
村
上
義
光
―
義
隆
父
子
は
な
ぜ

護
良
親
王
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
近
年
の

研
究
で
は
、
村
上
氏
は
信
濃
国
に
本
拠
を
持
つ

鎌
倉
幕
府
御
家
人
で
、
御
内
人
と
言
わ
れ
る
北

条
得
宗
家
の
被
官
（
家
来
）
も
兼
ね
て
い
た
こ

と
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。

　

村
上
氏
だ
け
で
は
な
く
、
護
良
と
と
も
に

戦
っ
た
楠
木
氏
や
赤
松
氏
も
、
幕
府
御
家
人
か

つ
御
内
人
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
近
年
有
力
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
れ
っ
き
と
し
た
幕
府
御
家

人
で
、
し
か
も
幕
府
内
で
絶
対
的
な
権
力
を
奮

う
得
宗
家
に
従
い
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
た

武
士
が
か
な
り
の
規
模
で
倒
幕
に
参
加
し
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
幕
府
を
裏
切
っ

て
後
醍
醐
や
護
良
に
味
方
し
た
理
由
は
何
で
あ

ろ
う
か
。
か
つ
て
の
通
説
で
は
、
彼
ら
は
悪
党

と
よ
ば
れ
る
反
体
制
の
新
興
武
士
で
あ
り
、
そ

の
た
め
幕
府
の
守
旧
的
な
政
治
に
反
発
し
た
た

め
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
定
説
で
は
う

ま
く
説
明
で
き
て
い
た
現
象
が
、
研
究
の
進
展

に
よ
っ
て
か
え
っ
て
謎
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

正
直
に
言
っ
て
、
筆
者
に
は
こ
の
理
由
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
足
利
尊
氏
の
よ
う
に
形
勢
が

だ
い
ぶ
傾
い
て
か
ら
幕
府
を
裏
切
っ
た
の
な
ら

ば
と
も
か
く
、
村
上
氏
た
ち
は
当
初
か
ら
、
絶

対
無
敵
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
勢
力
が
強
大
で
あ
っ

た
鎌
倉
幕
府
に
敢
え
て
立
ち
向
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

一
つ
確
実
に
言
え
る
の
は
、
あ
る
程
度
の
勢

力
基
盤
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
倒
幕
運
動
な

ど
は
行
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
勢
力

を
培
っ
た
の
が
鎌
倉
幕
府
で
あ
り
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
幕
府
は
自
分
に
敗
北
し
た
の
で
あ

る
。

【
著
者
紹
介
】 

亀
田 

俊
和
（
か
め
だ 

と
し
た
か
）

　

南
北
朝
時
代
の
室
町
幕
府
の
政
治
史
・
制
度

史
の
研
究
者
。
京
都
大
学
博
士（
文
学
）。
現
在
、

京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
。

　
『
南
朝
の
真
実
』（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
四

）、『
高
師
直
』（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
五
）、

『
高
一
族
と
南
北
朝
内
乱
』（
戎
光
祥
出
版
・

二
〇
一
六
）『
征
夷
大
将
軍
・
護
良
親
王
』（
戎

光
祥
出
版
・
二
〇
一
七
）
な
ど
、
南
北
朝
時
代

に
関
す
る
著
書
多
数
。
二
〇
一
五
年
に
は
、
吉

野
町
で
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

◆
関
連
年
表
（
編
集
者
作
成
）

元
号

で
き
ご
と

代時倉鎌代時朝北南
正
応
元

延
慶
元

文
保
二

元
弘
元

(1331

）

元
弘
二

元
弘
三

(1333

）

建
武
二

(1335

）

延
元
元

(1336

） ・
尊
治
親
王(
後
の
後
醍
醐
天
皇
）
誕
生
。

・
尊
治
親
王
の
子
、
護
良
親
王
誕
生
。

・
後
醍
醐
天
皇
即
位
。

・
後
醍
醐
天
皇
ら
の
倒
幕
計
画
発
覚
。
後
醍

　

醐
天
皇
ら
、
笠
置
山
で
幕
府
に
抗
戦
（
元

　

弘
の
変
）。

・
楠
木
正
成
、
河
内
で
挙
兵
。

・
後
醍
醐
天
皇
ら
敗
北
。
幕
府
、
光
厳
天
皇

　

を
た
て
る
。
後
醍
醐
天
皇
、隠
岐
へ
流
罪
。

・
護
良
親
王
、
吉
野
山
で
挙
兵
。

・
幕
府
軍
、
吉
野
山
を
攻
略
。
護
良
親
王
は

　

落
ち
の
び
、
以
降
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
。

・
後
醍
醐
天
皇
、
隠
岐
を
脱
出
し
、
挙
兵
。

・
足
利
高
氏
の
寝
返
り
、
新
田
義
貞
の
挙
兵

　

な
ど
に
よ
り
、
鎌
倉
幕
府
滅
び
る
。

・
後
醍
醐
天
皇
、
光
厳
天
皇
を
廃
し
、
政
務

　

に
あ
た
る
（
建
武
の
新
政
）。
足
利
高
氏

　

は
後
醍
醐
天
皇
か
ら
尊
の
字
を
賜
り
、

　

以
後
、
足
利
尊
氏
と
名
乗
る
。

・
北
条
時
行
ら
の
反
乱
（
中
先
代
の
乱
）。

　

足
利
尊
氏
に
よ
り
討
伐
さ
れ
る
。
こ
の

　

後
、
尊
氏
は
帰
京
命
令
を
無
視
す
る
。

・
後
醍
醐
天
皇
、
尊
氏
討
伐
を
命
じ
る
。

・
尊
氏
、
軍
を
率
い
て
入
京
。
し
か
し
、
後

　

醍
醐
天
皇
ら
に
敗
れ
、
九
州
へ
逃
れ
る
。

・
尊
氏
、
光
厳
天
皇
の
院
宣
を
得
て
再
度
入

　

京
。
途
中
、
湊
川
で
楠
木
正
成
を
破
る
。

・
尊
氏
、
室
町
幕
府
を
樹
立
す
る
。

・
後
醍
醐
天
皇
、
吉
野
山
へ
逃
れ
、
南
朝
を

　

開
く
。

3 2


